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MOB1B

MOB1B; MOB4A; MOBKL1A; MOB kinase activator 1B; Mob1 homolog 1A; Mob1A; Mob1B;
Mps one binder kinase activator-like 1A
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、酵母Mob1タンパク質と類似しています。酵母Mob1は、紡錘体極体の複製と有糸分裂チェックポイントの制御に必須のタンパク質キナーゼであるMps1pに結合します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする3つの転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2011年9月],機能：STK38Lのキナーゼ活性を刺激する。,類似性：MOB1/phoceinファミリーに属する。,サブユニット：STK38Lに結合する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	IFN 2500U/mlを30分間処理した293細胞、COS7細胞、HUVEC細胞のライセートをMOL1A抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングした。
	

	Mob1Aポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

